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キ シ ロ ー ス の ア ミ ノ 酸配 糖 体 の 酵 素 に よ る 合 成

（筑 波 大 ・応 生 化 ｝　 O 佐 藤．道 太 、神山 由

』
【目 的 】　 キ シ ロ

ー
ス の セ リ ン 配 糖 体 （Xylo βylser 痴 e ｝は 、 キ シ ロ

ー
ス が セ リ

ン の 水 酸 基 と 0一ダ リ コ シ ド結 合 した 物 質 で あ り 、 ヒ ト尿 中 に 1mg ／ml 程 度 含 ま

れ 、 コ ン ド ロ イ チ ン 硫酸 な ど の 糖鎖 が タ ン パ ク に 結 合 する 部 分 を成 し て い る 。

こ の 物 質 自体 の生 理 活 性 や 糖 鎖生 合 成 機 構 の 解 明 の ため の 実験 的な 使途が 註 目
さ れ 、 類 似 物質 合成 の プ ラ イ マ ー と し て も有 用 で あ る と 考 え 、そ の 酵素 に よる

合 成 を 試 み た 。

【方 法 ・ 結 果 】　 強 い 安定 性 と 幅 広 い 糖転 移 反 応 を示 す p m 　nigec の

粗 β 一’Xylosida’
se を 用 い 、キ シ ロ オ リ ゴ 糖 を 供与体 、　 L一セ リ ン を 受容 体 と し て 、

40 ℃ 、 pH　 4．0で 酵 素反 応 を 行 っ た 。 そ の 結果 、　 TLC お よ び HPLCで 転 移 生 成 物 が

認 め ら れ た 。生 成 物 は 加 水 分 解 お よ び イ オ ン 交 換処 理 に よ り 、 キ シ ロ
ー

ス と セ

リ ン か ら 構 成 さ れ る こ と 、 ま た 、 セ リ ン の ア ミ ノ 基 と カ ル ポ キ シ ル 基 が 結 台 に

あ ず か っ て い な い こ とが 示 さ れ た 。 現 在 、活性 炭 、陽 お幽
よ び 陰 イ オ ン 交 換 樹 脂 、

ゲ ル ろ 過 担 体 を 用 い た カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー に よ り 、 生 ．成物 の 大量 精 製 を

行 い 、機 器
．
分 析 に よ る 同 定 を行 っ て い る 。 ま た 、 pH ， 温 度 、基 質 濃度 な どめ 高

収 率 を 得 る た め の 反 応条 件 も 検 討 中 で あ る 。

Enzyma しic　Synthesis 　of 　八mino 　Acid　Xyioside
OMioh 董ta　Sato 　and 　Yoshi 　Kamiya皿a

　 ｛1廟 st ひof 　APP1 ．B三〇che 欄 ，セUniv．of 　丁sukuba ｝

【Key 認ords 】Xylosylserine ，transxylosylation ，β
一xylos 壬dase．

　　 　 　　 　 xylooligosaccharides 。ProteoglNcan

336
レバ ン分 解 酵素の 糖 転移作 用 に よ る新 規オ リゴ糖 の 合 成

（北大 ・農 ・ 応用菌学）　 ○櫻井政昭 、 横田　篤 、 冨 田 房男

〔目的】土 壌 よ りレバ ン分解酵素 を生産 す る微 生物の 検 索を行 い 、 レ バ ン の β 2
→ 6・結 合 を 切断す る レバ ン加水 分解 酵素 生産 菌 を得た 。 加水 分解酵 素 は 反 応 条 件
を変 え る ζとに よ り 、 糖転 移作用 を も触 媒する こ とが 知 られ て い る こ とか ら レバ

ン分解 酵素 の 糖転移作用に よ・る新規オ リゴ 糖 合成 の 可能性 を検 討 した 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x

【方法及び 結果 】微生物 レバ ン か ら レバ ンオ リゴ 糖を生成す る微 生物酵素 の検 索

を行 い、 主 生産 物 と して レバ ン ビオ ー
ス を生成す る酵素 を得 た 。 レバ ン を単一炭

素源 とす る液体 培地 で 培養 を行 い 、培養上 清を粗酵素 と
1
した 。 粗酵 繁を 高濃度 の

イ ヌ ロ ビオ
ー

ス （β 2 → 1結合〉を含む pH6．0リン 酸緩衝 液 に 37℃ ， 48時 間作用 さ

せ た とこ ろ 、 T ．LC 及 びHPLC 分析に よ り三 糖 と想定され る 2 種の 転 移糖 の 生

成が 認め られた 。 酵素反 応 液か らカ ラ ム ク ロ マ トグラ フ ィ 轡 に より転移糖 を単離

し、 質量 分析を行 っ た結果 、 分子量が 504で あ っ たこ とか ら 2 穏の 転移糖は い ず
れ も三 糖で あ る こ とを確認 した 。 結合様式は検討中で あ るが 、

一
種 はイ ヌ ロ ビオ

ー
ス に β 2 → 1 結 合で フ ラ ク トー

ス が 結合 した イ ヌ ロ トリオ ー ス 、 もう
一

種 は イ

ヌ ロ ビオ ー
ス に β2 → 6 結 合で フ ラ ク トー

ス が結合 した 新規三 糖 と推定され る 。
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